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繋げよう絆・広げよう地域の輪

富士通アイソテック ベースボールクラブ
野球で福島を元気に！

１１月７日（土）、富士通アイソテックＢＢＣと軟式野球チームの富士通エフサス（川崎市中原区）野球部「フロント
ライナーズ」が合同で伊達市の小中学生に野球を指導しました。野球教室では約１５０名が参加し、野球の基礎を実技
を交えながら指導しました。また、当日は東京ボーイズコレクションの「イケメン総選挙」でグランプリに輝いた石山城カルヴァンさ
んがゲストで参加しました。

＜第4回野球教室を終えて 三浦選手コメント＞
毎年行っている富士通アイソテックベースボールクラブ野球教室は今年で4回を数える事が出来ました。
これも、当クラブを支えて頂いてるサポーター様・裏方で頑張っていただいている方々のご尽力だと感謝致します。
今年は関東から「富士通エフサス フロントライナーズ」様をお招きして合同での野球教室となりました。私自身4年
連続での参加をさせて頂いておりますが、今年は過去最大100名以上の参加者が集まり、とても活気のある野球教
室でした。フロントライナーズ様の選手の方々は朝早くから福島に向かわれたのにもかかわらず、疲れた様子も見せず、
元気に子供たちに野球を教えて頂き、とても感謝しております。
第1回の野球教室から参加して頂いている小学生もおり、周りの色々な子供たちと楽しそうに話しているのを聞き、
野球の基礎だけではなく、「友達の輪」もこの野球教室で広がっていると実感できました。
これは、子を持つ親として、とてもうれしい光景であり、この「輪」が今後回数を重ねていくうちにもっともっと大きな
「輪」になっていけたら、この野球教室も更によくなっていけると確信致しました。
最後に、この野球教室は技術の面はもちろんですが、今後野球を好きな子供が増え、地域が活性化し数年後・数
十年後、参加して頂いた子供達が、今度は教える側として「野球の楽しさ」を伝えて頂けたら幸いだと感じました。そう
いう野球教室を目指していきたいと思います。

＜第4回野球教室を終えて 島津選手コメント＞
11月7日に行われた野球教室では、100名を超える多くの小・中学生に参加いただけたことに大変感銘を
受けました。野球教室を通し、あらためて野球ができることへの喜びや感謝の想いを感じることができました。
今回参加いただいた子どもたちには是非、自分の夢に向かって一生懸命取り組んでいただきたいと思います。
また、今回の野球教室開催にあたり、多大なるご支援をいただき感謝申しあげます。今期は全国大会出場な
ど、すばらしい思いをさせていただいました。富士通という看板を背負わせていただき野球をやらせていただいて
いる以上、来期はさらなる高みを目指し、子どもたちに負けないよう精進していきたいと思います。


